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ジョルジュ・バタイユの『呪われた部分』では、最終部が「現代の資料」と題され、「ソ
ヴィエ トの工業化」と 「マーシャル ・プラン」 という二つのパー トに分けられて論
じられている。ソ連に代表される共産主義が、いかに当時重要な問題であったのか
は想像に難 くない。ナチス ・ドイツと闘ったレジスタンスの威光 もあって、共産主
義は、一部の人たちにとっては資本主義的な強者に搾取される労働者に希望をもた




























































バタイユが 『クリティック』誌で言及 しているマーシャル ・プランに関連する文
献を調べてみると、当時のフランスの状況を生々しく感じ取ることができる5。例
えば、ジャン ・カタラの 『戦争に抗 うソ連』では、一見するとマーシャル ・プラン
は寛大な援助を装っているがアメリカ国内の経済危機を反映 した政策であるという
1947年11月6日付のモロトフの報告書が紹介 され6、「ヨーロッパ隷従計画7」と






































シャル ・プランは 「かつて経験 したことのない国際的な規模で実施される、経済に
関する最大の実馬剣3」であること、さらには 「マーシャル ・プランは、今のところ
は消極的で手探 りではあるが 《その精神 と技術において新たな経済》の概略を示す

















































































































































ジャーナリス トのジャン=ジ ャック・セルヴァン=シュレーベルか ら引用する 「ダ
イナミックな平和」という概念(冷戦によって逆に平和が維持されうるという概念)
や、「あるいは戦争の脅威だけが唯一 「世界を変える」力を持ちつづける」という 『呪











マー シャル ・プ ランと意識 の覚醒
したがって重要なのは、意識が何 らかの物への意識であることをやめる瞬間
















ジュ ・ゼンキンの 「宇宙規模の政治一 消費の概念と国際関係26」と題されたバタ
イユ論が参考になる。この論考では、政治にかかわる人物たちの利害や計算や情熱































































































1永 田実(1990)、74頁。1946年まで は米 国の援助 総額 の なか で ソ連 ・東 欧 は
13%強を占めていたが、計画 による援助開始後の48年 には0.5%に激減 した とい
う。 このことか ら永田は、マーシャル ・プランが トルーマ ン ・兄ドク トリンと断絶
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9Apchi6(1948)マーシャル・プランに関す る執筆者はペ リー・w・ビ ドウェル とウィ
リア ン ・デ ィボル ド・ジュニアであ り、両者には関税や国際貿易組織 に関する著
作 もある。また欧州経済協力委員会の事務総長 を務めたロベール ・マルジョラン
も 「ヨーロ ッパ復興計画 とアメリカの援助」 と題 された論文を寄稿 し、マーシャ
ル ・プランについて言及 しなが ら、アメ リカの援助の必要性、 アメ リカ側の援助






15柄谷(2016)、483頁。バ タイユの 「一般経済学」 は、事実上、 国家 によるケイ
ンズ主義的介入 を根拠づけるために考えられた と述べ られてい る。
16「唯一ソヴィエ ト連邦 だけが、決然 とし、自信 に満ち、組織化への一徹な意志 を持 っ
ているのだ。その周囲の世界は、根本において、惰性 的な力に頼んでソヴィエ ト
連邦 に対抗 しているにす ぎない。」(以下、バ タイユの全集 は σCの 略称 を用い、




19貫成人(2010)、40-42頁。ヘ イ ドン ・ホ ワイ トの議論 をふ まえた歴史記述製作
の深層構 造 としてのプロ ッ トが論 じられている。
20Perroux,(～ρ.cit.,p.155.強調 はペ ルーに よるもので、これがマーシャル ・プラ ンと




24パスカル ・フォー トリエは、バ タイユにとって労働運動の階級 闘争は、それ 自体
が非生産的消 費であ り至高性 の現れ とい う点で、ス ター リン主義 とはまった く
異なる ものである と指摘 している。バ タイユ のマー シャル ・プラ ンへ の評価 に
ついて も、富 の公正 な分配 による生活水準の向上 とい うよりは、 さまざまな非




27例えば和 田康の 『歴史 と瞬間』(2004)では、 コジェーヴのヘ ーゲル解釈 による
人間中心的な歴史概念に対す る、バ タイユの非歴史的経験 としての 「瞬間」の概
念が、 さまざまな哲学的テクス トを参照 しなが ら考察 されている。
28Zen』(ine,op.eit.,p.257.




31Bukatman(1993)バタイユ のい う宗教的なエ ロティシズムが、現代では日常生活
の知覚 を超 えるエ レク トリックなリアリティと生物的身体が融合する事実にみ ら
れる とい う、甚だアクロバ ティックではあるが、興味深 い議論が展 開されてい る。
32浅見(2009)同書で は 「個体の存在 を浸潤 させあ う全体的な 「連続性」 は、現代
社会 に張 りめ ぐらされた、潜在的または顕在的な監視 ネ ットワークに も見ること
がで きる」(37頁)と記 されているように、バ タイユが言うような認識の限界 と
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